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また、指導する教員の技能を高める研修会も開催しました。特別支援学校高等部のための「清掃技能検定」

の一環として行われましたが、普段指導する側の教員が、指導を受ける側になることで新たな気づきや指導の

改善につながるという効果が期待でき、充実した内容となりました。 

夏休み期間を利用して教員セミナーを開催しま

した。夢ふくおかネットワーク事業における教員セ

ミナーのねらいは、早期からの就労意識の醸成で

す。小・中学校の特別支援学級の先生方にも参加し 

 ていただき、卒業生が働く姿を間近に見て就労のイメ

ージをもち、企業の方々のお話を聞くことでキャリア教育お

よび職業教育の充実につなげます。 

 

 

企 業 見 学 
教員１４名参加 特定医療法人財団 博愛会 

特定医療法人財団博愛会様は福岡市内に 12 事業所を展開し、医療・

予防・介護を通して地域に根差した医療サービスを展開しており、障が

い者雇用も積極的に取り組んでいます。最近は介護業界での障がい者雇

用のニーズも高まってきており、特別支援学校卒業生の新たな就職先と

して指導等の参考になればと、博愛会様に見学をお願いしました。 

まずは 2 つのグループに分かれて施設内の見学をさせていただきま

した。病院と介護施設にリハビリテーションセンターを併設しており、

施設の大きさ、そしてそこで働く職員の方々もかなりの数で、皆さんテ

キパキと働いておられる様子に圧倒 

されました。 

 

 

老健センターささおか(博愛会病院併設）

SPD センター 
その様な中特別支援学校の実習生が、利用者

（患者）さんのベッドのシーツの交換を行って

いました。障がいを有する職員が実習生に指導

しながら二人で協力している姿が印象的でし

た。また昨年就職した特別支援学校の卒業生

も、おやつの配膳作業や食堂のテーブル拭きな

どを次々とこなし、介護補助の仕事がすっかり

板についた様子で頼もしく感じられました。 

事務長の呼子修一様 

見学の後は事務長の呼子様に、博愛会様の障がい者雇用についての経緯や方針、

具体的な取組についてご説明いただきました。数年前に障がいを有する職員が採用

後すぐに辞めてしまったという失敗をもとに、どうしたら障がいを有する職員が生

き生きと働き、戦力となってくれるのか、その仕組みづくりに注力したそうです。 

例えば「支援機関との連携」で障がいを有する職員への支援のノウハウを蓄積す

る、固定化した仕事の流れを作ることで仕事の流れを分かりやすくする、「キャリア

アップシステム」でモチベーションアップにつなげる、など障がい者雇用のポイン

トを紹介してくださいました。また障がいを有する職員に既存の仕事を切り出して

渡すという形ではなく、採用前の面接で本人が出来る仕事（能力）を把握し、〝

出来る事″と〝好きな事″を繋げる（仕事を創出する）というスタイルで、障がい

を有する職員の能力を活かし、戦力化に繋げているとのことでした。 

質疑応答で障がい者雇用のメリットについて聞かれ、呼子様は「出来る事を出来

る人がする。障がいを有する職員が自分の出来る業務を行うことで、専門職が本来

の業務に集中でき、とても助かっています。また職員の意識が変わりました。障が

いを理解し、学ぶことで、人との付き合い方（≒コミュニケーション力）の鍛錬に

なり、職場の雰囲気が優しくなりました。働く人、そして利用者（患者）さんにお

いてもとても良い効果が出ています」と有難いお話をいただきました。 
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↑博愛会の障がい者雇用について紹
介。特別支援学校の卒業生では、これ
まであまり就労者がいなかった業界
だけに、質問も盛んに出ました。 



 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホールの様子だけでなく、厨房の中も案内し

てくださいましたが、どのクルーも仕事の手を

休めることなく、にこやかに挨拶してくれまし

た。 

 

 リタの農園は、就労継続支援Ａ型の福祉サービスです。就労継続支援Ａ型とは、

障がいのある方を従業員として雇用し、仕事のスキルを身に付けてもらうことに

よって自立できるように支援する事業所のことです。リタの農園は、福岡市の認

定を受け、「受給者から納税者へ！」を合言葉に現在２９名の障がいのある職員が

働いています。 

 見学の初めに、社長の谷水様からご挨拶をいただ

きました。谷水様は、福祉や障がい者とは全く無縁

のところからこの事業を始めることに迷いや葛藤が

おありだったとのこと。しかし障がいのある人の活

躍の場になればという想いに背中を押され、２年間

の準備期間を経て開業に至ったとのことです。「今で

は周りから『障がい者をこき使ってる』と言われる

が、これは私にとって嬉しいお褒めの言葉。彼らに

バリバリ働いてもらうことが、この事業所の本来の

使命ですから」とお話しされました。 

 その言葉通り、レストランでは「クルー」と呼ばれる障がいのある方々が、明る

く元気に働いていました。接客が出来る人は接客を、手先が器用な人は野菜のカッ

ト、料理の仕込み、ピザ焼き、デザート作り等を、接客も調理も難しい人は皿洗い

をします。その人の能力に応じた活躍の場を作っているのです。調理はプロの料理

人の方の指導の下、すべて障がいのあるクルーが担当するそうです。 

開店準備に忙しい中、３人のクルーが仕事内容について楽しいところや大変なと

ころなどを発表してくれました。「皆、順調に働いているように見えますが、コミュ

ニケーションや気持ちの表現が苦手なクルーが多い分、いろいろな悩みや困りごと

もしょっちゅうです」そう話されるのは谷水多美江様。谷水様はリタの農園で働く

クルーのお母さんのような存在です。クルーの困りごとや悩みはその日のうちに解

決し、翌日の業務に支障がないようにしているそうです。そうした心遣いとやりが

いのある仕事があることで、リタの農園の職員の定着率はとても良好だそうです。 

 

◆病院や介護施設で、障がいのある方々がどのような仕事

をしているのか知りたかったので参加しました。障がいの

ある方の特徴を捉え、意見を聞きながら仕事を決めると

ころなど、とても配慮していただいて驚きました。職場の

雰囲気もとても良く、清掃の行き届いたきれいな施設で、

患者さんや利用者だけでなく、職員のことも一人一人をと

ても大事されていると感じました。 

（博愛会見学 特別支援学校高等部担任 ） 

 

◆手順書や指示書がわかりやすく工夫されていて障がい

のある方を戦力にする仕組みがちゃんと機能していると

実感しました。 

（博愛会見学 特別支援学校高等部担任 ） 

◆全国的にA型事業所の経営が厳しくなっている状況で、

リタの農園さんは障がい者雇用の考え方や経営の工夫

がしっかりされていると感じました。 

  （リタの農園見学 特別支援学校高等部担任） 

 

◆お話してくださったクルーの皆さんの笑顔がとても素敵

でした。 

（リタの農園見学 小学校 特別支援学級担任） 

 

◆「受給者から納税者に」という社長のお話にハッとさせら

れました。「受給者であることが前提」と思っていた自分

にとって気づきの多い見学でした。 

（リタの農園見学 小学校 特別支援学級担任） 

 

 

セミナー終了後、参加された教員の皆様にお願いしたアンケートの一部をご紹介します。 

↓谷水様のお話にメモに取る 

教員 
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↓ 

卒業生が働いているという特別支援学校の 

教員は「とても働きやすい職場で安心しました。 

ぜひ保護者の方々にも見学してほしい企業のひ 

とつですね」と語っていました。 
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教員１４名参加 企 業 見 学 リタファーム株式会社 リタの農園 

明
る
く
居
心
地
の
良
い
空
間 

が
広
が
る
レ
ス
ト
ラ
ン
→ 

 

↓見学者には厨房もすべてオープ
ンにしている。クルーが仕事に対
して自信と誇りを持って取り組ん
でいる様子を見ていただきたいと
のこと 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員 研 修  清掃技能by福岡県ビルメンテナンス協会 

特別支援学校の教員に向けて、清掃技

能を高める研修を行いました。これは現

在企画を進めている特別支援学校高等部

『清掃技能検定』の一環で、まずは正し

い清掃の知識とスキルを教員に体得して

もらうために、福岡県ビルメンテナンス

協会様のご協力のもと行われました。 

『清掃技能検定』では、福岡市立特別

支援学校は〝モップ清掃担当″というこ

とで、福岡県ビルメンテナンス協会の理

事の方々からモップ清掃の手ほどきを受

けました。参加した教員は、モップをか

ける手順や細かな手や体の使い方など、

日頃の〝掃除″とプロの〝清掃″の違い

を体験し、改めて〝清掃″の奥の深さを

実感しました。福岡中央特別支援学校の

高浪先生は「清掃ができるようになれば、

どんな企業のどんな職種に就いても絶対

役に立つと思います。当校の生徒たちの

指導にぜひ取り入れたいと思います」と

話しておられました。 

 

 

福岡県教育委員会を中心に協議会を設置し、県内特別支援学校生徒

の自立と社会参加に向け、技能検定を通して、就労に必要な知識・技

能・態度を身に付けるとともに、卒業後の社会生活・職業生活への意

欲や自信を高めることを目的とする。まずは清掃の技能検定を策定し

ていき、平成 32 年度本格実施をめざしている。 
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↑福岡県ビルメンテナンス協会の理事の

方々にご指南いただきました。 

↑モップの絞りは片膝をつき、水がバケツか

らこぼれないように、房糸を 2～3 つに分けて

絞るようにします。教員からも「これならやり

やすい」との声が聞かれました。 

↑机の周りの拭き方にも一定のルールがあ

り、柄を机にぶつけない、机の脚に房糸を付

けない、拭いたところを踏まないなどが検定

の評価ポイントとなるとのことです。 

時間 ：   9：45～ 受付   

        9：30～ 学校見学（希望者のみ） 

10：30～12：30 合同技能発表会・交流会 

場所 ：   福岡県立古賀特別支援学校（高等部） 

        （福岡県古賀市千鳥 3-4-1） 

発表内容： パソコン操作、清掃、接客、さをり織等 

展示：    木工、陶芸、紙工、縫製、織物等 

 
福岡県新雇用開発課障がい者雇用係 

技能発表会・交流会担当者 
TEL： 092-643-3594 FAX： 092-643-3619 
Email ： shouko@pref.fukuoka.lg.jp 
 

特別支援学校高等部「清掃技能検定」とは・・・ 

福岡・筑後地区 

平成 30 年 
福岡県では、特別支援学校高等部の生徒が、日頃学習し、習得した職業技

能を企業の皆様の前で発表する「合同技能発表会」及び、教職員と企業の人

事担当者の皆様との交流会を開催します。障がいのある方の活躍の可能性を

知っていただくとともに、人材確保、活用に役立つネットワークづくりの機

会として、多くの企業の皆様のご参加をお待ちしております。 

 

参加お申込み・お問合わせ 

教員１４名参加 

※校内に駐車場はありません。できるだけ公共の交通機関をご利用 

になるか、近隣のパーキングをご利用ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市教育委員会 発達教育センター 

福岡市中央区地行浜 2丁目 1-6 

T E L   092-845-0015   F A X 092-845-0025 

E-mail  yume_network@city.fukuoka.lg.jp   

H P    http://www.fuku-c.ed.jp/schoolhp/hattatuc/ 

福岡中央特別支援学校【知的障がい】 

福岡市中央区地行浜 2-1-18 092-847-2789 

11月 10日（土）     9：20～10：50 

若久特別支援学校【知的障がい】 

福岡市南区若久 2-3-13 092-551-2652 

11月 10日（土）     9：00～11：30 

東福岡特別支援学校【知的障がい】 

福岡市東区青葉3-8-1 092-691-5402 

11月 2日（金）    9：00～15：00 

生の松原特別支援学校【知的障がい】 

福岡市西区野方 7-825 092-812-0151 

高等部 11月 1日（木）   9：30～12：30 

中学部 11月 7日（水）   9：30～12：30 

小学部 11 月 5(月)～6 日（火）   

9：30～12：30    

       

 

 

 

 

 

南福岡特別支援学校【肢体不自由】 

福岡市博多区西月隈 5-6-1 092-581-2242 

11月 1日（木）    10：00～14：00 

11月 2日（金）    10：00～14：00 

11月 5日（月）    10：00～14：00 

11月 6日（火）    10：00～14：00 

11月 7日（水）    10：00～14：00 

博多高等学園【知的障がい】 

福岡市博多区下呉服町10-40 092-263-9300 

11月 1（木）～2日（金） 10：00～14：30 

今津特別支援学校【肢体不自由】 

福岡市西区今津 5413 092-806-8181 

11月 10日（土）    9：50～11：30 

屋形原特別支援学校【病弱・知的障がい】 

福岡市南区屋形原 2-31-1 092-565-4901(病弱） 

             092-565-4921（知的） 

高等部 11月 7日（水） 10：30～12：00 

高等部以外 11月 10日（土） 9：30～11：00 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市立特別支援学校では、年に一度、学校公開週間を設けています。学校公開週間では、保護者だけでなく
一般の方も自由に学校や授業、生徒の様子を参観することができます。各学校の公開週間の日程をお知らせいた
します。ぜひ足を運ばれてみてください。詳しい内容・時間等については、各学校にお問い合わせください。 

よくあるご質問 
◆参加申し込みは必要ですか？ 

→必要ありません。直接学校へお越しください。 

 

◆途中入退出は可能ですか？ 

→可能です。ご都合の合うお時間にお越しください。 

 

◆駐車場はありますか？ 

→台数に限りがございます。 

公共交通機関でのご来校をおすすめいたします。 

 皆様のご来校、お待ちしております！！ 

「夢だより」についての 

ご感想、ご意見などを 

お寄せください。 

知的障がい特別支援学校 

肢体不自由特別支援学校 
病弱・知的障がい特別支援学校 


